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十勝連峰OP尾根の雪崩 (1994年 12月 3日 )

成瀬廉二 (北大 低温研)中 島一彦 (北大 工)杉 見創 (北大 農 )

1994年 12月 3日 、十勝連峰大砲岩から北西に伸びるOP尾根上を登山者 4名 が歩行中、

稜線にて雪崩が発生 し―名が巻き込まれ遭難死 した。稜線上の雪は、アイゼンが2～

3cm埋 まる程度の比較的固い雪層(hard slab)で あつた。登山者の歩行の刺激によ り

hard slabが 割れ、雪崩を誘発 したものと思われる。以下、この雪崩を「ハー ドスラブ

雪崩」とよぶ。登山者やスキーヤーがしば しば遭遇する「軟 らかい新雪の表層雪崩」

に比べ研究事例が著 しく少ないので、ハー ドスラブ雪崩の発生要因を考察する。

1 雪崩の発生状況

12月 3日 10時 15分頃、OP尾根の標高1830m付近 (図 1、 a点 )を 4名 が4～5mの 間隔で

下降中に、厚さ20～ 30cmの 固い雪層にクラックが入 り、直後に両側の斜面 (大沢とフ

リコ沢 )に板状に雪が流下 した。雪板は流れなが らば らば らに粉砕 し、表層雪崩 と

なつた。大沢へ流された犠牲者が標高1620m(図 1、 b点 )で発見されたことから、雪崩

図 1 雪崩発生点付近の概念図
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の規模は少な くとも高度差210m、 長さ540mと 推定される。雪崩走路の傾斜は、33度か

ら53度の範囲で変化 している。

メンバーによると、ハー ドスラプのクラックの断面に比較的等間隔に 2本の黒つぱ
い層が認め られた。ハー ドスラブと岩盤との間には、大粒の雪が厚さ5～ 10cm存在 して

いた。以上の状況から、このハー ドスラブの下の雪の結合力が非常に弱 く (弱層 )、

スラブが著 しい不安定な条件下にあるとき、歩行の刺激によリスラブが破壊され、雪

崩が誘発されたと判断される。

2 弱層の形成

十勝連峰周辺の気象観測所の降水量データ (図 2)によると、雪崩現場付近では11

月19日 、25日 、12月 2日 にかなり多量の降雪があつたと思われる。降雪が中断 した11月

24日 、30日 には比較的日照時間が長かつたので、 2本の黒つばい層はこれ らの日の表

面と考えられる。したがって、なだれたハー ドスラブは、11月 19日 以降 3回 にわたつ

て堆積 した雪の層と推定される。特に、多量の降雪があつた25日 および2日 は、風もか

なり強かつたので、この頃に硬い風成雪が形成されたと推測できる。

降水量 (mm)
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図 2 +勝連峰周辺の 5気象観測所における

日降水量(mm)の 分布 (1994年 11月 1日 ～12月 3日 )
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(美瑛 上富長野、富良野 H郷の各平均、最高、最低気温の平均値 )
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図 3 +勝連峰周辺における日平均気温、日最高気温、日最低気温の変化

(1994年 11月 1日 ～12月 3日 :4気象観測所の平均 )

も し以上の推定が正 しいとすると、雪崩の下層の雪はそれ以前に降つた雪である。

図 2および気温推移データ (図 3)にもとづ くと、現場付近では、11月 3日 から15日 に

かけてかな り多量の雪またはみそれが降つたことが想像 される。さらに、図 3か ら明

らかなように、この期間の気温の寒暖の差は著 しい。特に、札幌上空800hPaの 気温は、

11日 には0° Cだ つたものが14日 には -18° C以下にも低下 している。温度の高い積雪に

おいて、その表層が (放射冷却等により)急速に冷却されると、積雪内部に強い温度

勾配が生ずる。その結果、高温の積雪下層から昇華 した水蒸気が上層へ輸送され、低

温の表層の雪粒に昇華凝結 し霜を生ずる。これが、積雪表層付近で形成される「 しも

ざらめ雪」である。このように、11月 中旬まで激 しい寒暖が繰 り返されていたので、

大粒の、脆いしもざらめ雪が発達 したと推定される。この しもざらめ雪の上に、19日

以降の降雪が積もれば、しもざらめ雪の層は弱層となり得る。

なお、今回の事故の場合、約 1時間前に同パーテ イーが同 じルー トを登つてお り、

その時は何の異常も感 じていなかつた。すなわち、 1時間の間にハー ドスラプの強度

が低下 して、破壊 しやす くなったものと思われるが詳細なメカニズムは不明である。

3 ハー ドスラブ雪崩による遭難例

従来、尾根上のハー ドスラブ雪崩に対 して警戒 し、対処 していた登山者や山スキー

ヤーは少ないと思われる。その原因は、一般の「登山研修会」や「雪崩講習会」等で
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強調 され ることがなかったか らである。今回の事故 を機 に、あ らためて文献等を調べ

てみたところ、ハー ドスラブと思われる雪崩事故がい くつか認め られた。

最 も古 くは 、今西錦 司 (1933)が「風 成雪 とその雪崩 」 1)に つ いて論 して お り、

1932年 2月 10日 の草津白根山の雪崩や他の事例 を紹介 している。 しか し、今西は「風成

雪 とは、降雪後 に、いつたん積もつた雪が風の影響によつて変形 したもの」 と定義 し

てお り、今西の風成雪はすべて硬 い雪 とは限 らない。

1938年2月 10日 、十勝上ホロカメッ トク山西南方尾根における事故 (2名死亡 )につ

いて、報告書2)の 中で以下の様に述べ られている (原文の まま。ただ し、旧漢字は改

めた )。 「シーデポーから大約八十～百米先の山稜北側の地点は、帰途底雪崩の発生

した箇処であるが、少な くとも往路には何等の異常をも、危険感をも感ずることがな

かつた。即ち筆者の感 じでは、山稜上は雪堤が張 り出て居 り、全 く平 らに見え、且つ

雪の状態は完全に堅 くアイゼンの歯が沈む程度 (略 )」 。なお、ここでは「底雪崩」

と記述されているが、「積雪層基底のザラメ雪と上の硬締雪 (かた しまりゆき)と の

間の界面が、底雪崩の滑 り面であつたと言へそうに思う (佐々保雄 湊正雄 )」 ので、

表層雪崩であ り、ザラメ雪は「 しもざらめ雪」と考えられる。注目すべき点は、この

雪崩が、OP尾根の雪崩と非常に酷似 していることである。

また、金坂一郎 (1973)は 、「雪板雪崩の中には、足で踏んでもあまり沈 まない、

堅 くて重い雪があり、これが僅かな刺激で崩壊 して流れ出すことがある。筆者が雪崩

らしい雪崩に流されたのはたった一度であるが、荷を四五キロほど背負つてもスキー

の跡が僅かにつ く程度のかな り密度の高いものであった。降雪後の強風の雷鳥沢 (風

上側 )でのことである」3)と 述べている。

成瀬 (1989)がアンケー ト調査4)か らとりまとめた147件 の山岳雪崩の中にも、稜線

付近のハー ドスラブ雪崩 と思われる雪崩事例がある。それ らは、北 日高神威岳南面

(1965320、 1名死亡 )、 ニペソツ山西南面尾根 (196811)、 南日高神威岳南東

斜面 (1975326)、 日高 ルベツネ山～ヤオロマップ岳 (1978317)である。

尾根の上は一般に、①雪の堆積量が少ないため表層雪崩が起 きに くい、②地形が発

散的なため上部で発生 した雪崩が到来する確率は低い、等の理由によ り、比較的安全

とみなされてきた。しかし、条件が整えば稜線上の堅い雪も雪崩 となり得るので、登

山者は十分な警戒が必要である。
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